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研究成果の概要（和文）：本研究では，感覚モダリティからの刺激入力と運動反応との間の刺激－運動反応適合
性の有無について実験心理学的検討を行った．特に温冷認知に関する実験の結果，視覚的に提示する画像刺激の
物理的及び心理的な温かさ/冷たさと，運動反応出力を行う人間の手の物理的な温かさ/冷たさとの間に刺激-運
動反応適合性が認められた．以上の結果から，人間の認知過程において，物理的及び心理的な温冷に関する情報
が相互に関係しており，知覚・認知段階と運動反応出力段階との間でその情報が共有されていることを示唆す
る．

研究成果の概要（英文）：The current study examined the stimulus-response compatibility effects 
between sensory stimuli and motor response. In warmth-coldness domain, the results of several 
experiments showed the stimulus-response compatibility effects between visual stimuli that are 
physically and psychologically “warm-cold” and physical temperatures of participants’ hands. 
These findings suggest that the information regarding physical and psychological warmth-coldness is 
interrelated and this information is shared between perceptual/cognitive and motor production 
systems. 

研究分野：知覚心理学，認知心理学

キーワード： 刺激－運動反応適合性　身体化された認知　温冷認知

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
視覚以外の感覚モダリティにおける人間の認知処理の様態，ならびに感覚モダリティ間の関係性（共通性や違
い）を実証的に明らかにすることは，人間の知覚・認知過程を理解する上で重要な意味を持つ．加えて応用面で
も，本研究の結果は，バーチャルリアリティ環境において，人間の認知処理の様式に合致するように感覚情報を
提示することによって，VR環境をよりリアルに，安定的に認識させるような，感覚提示装置の開発や人間の認知
をサポートする環境の構築につながることが期待される．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年の認知心理学分野において，人間の認知情報処理が感覚知覚・運動系と密接に結びつい
ているという「身体化された認知」の研究が注目されている．たとえば，実験参加者が触れた
対象物の温かさ，重さ，硬さといった知覚が認知的・社会的判断に影響を受けることが報告さ
れている（e.g., Ackerman, Nocera, & Bargh, 2010; Williams & Bargh, 2008）．このように
人間の認知情報処理に対してハードウェアである身体が与える影響についての研究報告が増え
てきているものの，人間の認知過程における刺激入力と身体動作の関係については未だ明確に
なっていない．従来の実験心理学分野では，身体動作と認知情報処理の関係について，提示さ
れた感覚刺激に対して，強い／弱いキー押し反応（運動反応）を求めるといった，提示される
刺激とそれに対する運動反応の適合性（刺激−運動反応適合性）の有無を調べることによって実
験的な検討が行われてきた．その結果，「大きい−小さい」「明るい−暗い」といった刺激の物理
的強度と運動反応の強弱とが結びついていることが明らかとなっている（e.g., Romaiguere, 
Hasbroucq, Possamai & Seal, 1993）．しかしながら，これまでの研究で用いられてきた刺激は，
視覚刺激を中心とするもので，かつ比較的単純な物理属性がほとんどであり，身体動作による
運動反応出力も，キー／ボタン押しなど手や指による単純な動作のみにとどまっていた．そこ
で本研究では，発声動作に関する，感覚刺激入力の強弱と運動反応出力との間の認知情報処理
の様態を，実験心理学的手法により解明することを試みた． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の最終目的は，感覚モダリティからの刺激入力と，それに対して実験参加者が行う運
動反応との間の適合性の有無を調べることにより，刺激と運動反応の入出力間における人間の
認知情報処理を明らかにすることである．研究開始当初は，運動反応として発声動作を用いよ
うと試み検討を行ってきたが，実験参加者の発声を取得する装置およびシステムの設計等の問
題が生じた．そのため，その検討と並行して，種々の感覚モダリティからの刺激入力と，それ
に対して実験参加者が行う運動反応との間の適合性の有無について，広範な探索的検討を行っ
た．そのうち本研究では特に，人間の温冷認知に関して，視覚的に提示する画像刺激の温かさ・
冷たさと，運動反応出力を行う人間の手の物理的な温かさ・冷たさとの刺激−運動反応適合性の
有無について実験的に調べることで，温冷認知における刺激と運動反応間における認知処理に
ついて検討を行った． 
 
３．研究の方法 
 
 刺激−運動反応適合性に関する実験では，たとえば緑色の視覚刺激に対しては右手で，赤色の
視覚刺激に対しては左手でボタンを押すといったように，参加者に対し，できるだけ早く正確
に反応することを求める選択反応課題を課す．その際，刺激と反応の間に何らかの特性が共有
されている場合，共有されていない場合と比べて反応までにかかる時間が短縮される．この条
件間における反応時間の違いが生じた場合に，刺激−運動反応適合性が認められたとする．この
適合性効果が生じるということは，感覚刺激（入力）と運動反応（出力）との間に認知的な結
びつきが存在し，入力-出力間で空間位置や強度といった情報が共有されていることを示唆して
いる． 
 本研究の温冷認知における実験では，運動反応を行う手に与える温かさとして，ある温度の
水に一定時間手を浸すことで，直接的に温冷感覚を与えた．そしてその手を用いて，刺激に対
してキーボードのキー押しで反応させる課題を行った．実験 1では，火や熱，雪や氷といった，
物理的な温かさ−冷たさを直接示している風景写真刺激を，実験 2 では，喜び顔，悲しみ顔とい
う心理的な温かさ−冷たさを示唆する顔表情刺激を提示し，実験参加者に対し，ある物理的温度
の水に一定時間手を浸してもらい，温冷感覚を与えた手を用いて，刺激に対してキー押しで反
応させる課題を課した．その反応時間を計測することにより，視覚刺激が示唆する温冷と反応
手の温度との間の刺激反応適合性の有無を調べた．もし物理的・心理的に温かさを示す刺激に
対しては温めた手で反応すると反応時間が短くなり，冷たさを示す刺激に対しては冷やした手
で反応すると反応時間が短くなった，すなわち刺激−運動反応適合性が示された場合，温冷認知
に関して刺激入力-運動反応出力間に結びつきが存在し，「温かい−冷たい」という情報が共有さ
れていることが示唆される．これらメインの実験に加えて，(1)上記の適合性が視覚刺激の持つ
他の要因（例：色の違い）に基づくものか，(2)視覚刺激のポジティブ・ネガティブという特性
（感情価）によるものか，(3)反応手の物理的な温かさが他の刺激の物理特性とも結びつくか，
といった複数の統制実験を行い，上記の，温冷認知において刺激入力-運動反応出力間に認知的
な結びつきが存在するという仮説について検証を行った． 
 
４．研究成果 
 
 実験 1の結果，温かさを直接示す画像刺激に対して，冷たい手で反応する不適合条件と比べ
温かい手で反応する適合条件で反応時間が短くなり，冷たさを直接示す刺激に対して，温かい



手で反応する不適合条件と比べ冷たい手で反応する適合条件で反応時間が短くなった．加えて，
得られた結果が刺激画像に多く含まれる色の違いによるものではないことを示す追加実験の結
果も得た．続いて実施した実験 2でも実験 1と同様に，温かさを示唆する喜び顔刺激に対して，
冷たい手で反応する不適合条件と比べ温かい手で反応する適合条件で反応時間が短くなり，冷
たさを示唆する悲しみ顔刺激に対して，温かい手で反応する不適合条件と比べ冷たい手で反応
する適合条件で反応時間が短くなった．加えて，追加実験より，顔表情刺激に対して得られた
温冷の適合性は，顔表情のポジティブ・ネガティブ・ニュートラルといった感情価によるもの
ではないことも示された．さらに統制実験として，反応手の物理的な温かさが刺激の大小とい
う刺激の他の物理特性との間には適合性を生じさせないことも実験的に示した．以上の結果は，
視覚刺激の温冷と反応する手の温冷との間に認知的な関係性が存在することを示唆するもので
ある．すなわち人間の認知処理過程において，温冷に関する刺激入力と運動反応出力が認知的
に結びついており，視覚入力が示す温度と運動出力を行う反応手の物理的温度との間で温冷に
関する情報がより抽象化された，概念的レベルで共有されていることを示唆する．従来研究の
結果とも併せて考えると，この傾向は広範な感覚モダリティの刺激入力と運動出力間で共通す
るものである可能性がある．今後は，その他の広範な刺激入力と運動反応の組み合わせを用い
て，この可能性をより詳細に検討していく必要があるだろう． 
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